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平成２７年７月定例教育委員会会議録 

 

平成２７年度塩尻市教育委員会７月定例教育委員会が、平成２７年７月２３日、午後１時１５分、

塩尻総合文化センター３０２多目的室に招集された。 

 

会 議 日 程 

１ 開 会 

 

２ 前回会議録の承認 

 

３ 教育長報告 

報告第１号  主な行事等報告について 

報告第２号  ８月の行事予定等について 

報告第３号  後援・共催について 

 

４ 議 事 

  議事第１号  平成２８年度から使用する中学校教科用図書の採択について 

＜期間限定の非公開＞ 

  議事第２号  市立学校職員に対する指導上の措置について＜非公開＞ 

    

５ その他 

  その他第１号 ８月及び９月定例教育委員会の開催場所について 

   

６ 閉 会 

 

○ 出席委員 

委員長 

委 員 

小 澤 嘉 和

石 井   實

 職務代理者 

委 員 

林  貞 子

小 島 佳 子

教育長 山 田 富 康   

 

 

 

○ 欠席委員 

なし     

 

○ 説明のため出席した者  

こども教育部長 
 

家庭支援課長 
平出博物館長 

 

子育て支援センター所

長 

岩 垂 俊 彦

 
百 瀬 公 章

中 島 伸 一

 

掛 川 佳 子

 

 こども教育部次長 
（教育総務課長） 
生涯学習スポーツ課長 

市民交流センター次長

（交流支援課長） 

 

青 木  実

 

中 野 昭 彦

小 松 秀 樹
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○ 事務局出席者 

教育企画係長 

保育係担当係長 

米 窪 昌 紀

田 中 博 久

 学校支援係長 太 田 文 和

 

１ 開会 

小澤委員長 こんにちは。ただいまから７月の定例教育委員会を開会いたします。大変蒸し暑く、頭

も重くなる感じがしますが、よろしくお願いします。 
  午前中に高校野球がありました。松本市内の強豪高校と塩尻市地元の田川高校の試合であります。

いい試合をやっておりました。林さんは近所の子供さんが出ていて、テレビの前で大声援を送った

そうであります。暑さの中、励む子供たちに負けずに私どもも頑張りたいと、そんなことを思いま

す。 

きょう、伊東センター長さん、青木こども課長さんは、公務のため欠席であります。御承知おき

ください。 

では、会議に入ります。初めに、当日配付資料がありますので御確認をお願いいたします。よろ

しいでしょうか。資料５です。 

 

２ 前回会議録の承認について 

小澤委員長 次第に従いまして２番、前回会議録の承認について、事務局からお願いします。 

米窪教育企画係長 前回、第１回臨時教育委員会及び６月定例教育委員会の会議録につきましては、

既に御確認をいただいております。本会議終了後に御署名をいただきますので、よろしくお願いい

たします。 
小澤委員長 そのようで、よろしいでしょうか。 

〔「はい」の声あり〕 
小澤委員長 それでは、お願いします。 
 
３ 教育長報告 

小澤委員長 ３番、教育長報告に入ります。教育長から総括的にお願いします。 

山田教育長 どうも皆さんこんにちは。全国的に見ますと、高温や、また多雨、豪雨など不安定な夏

の気象が続いております。 

さて、市内の各小中学校では１学期の課程をほぼ修了し、早い学校ではあす、遅い学校でも来週

２８日には１学期の終業式を迎えて夏休みに入ります。子供たちにはこの時期でなくてはできない

体験、経験、また学習を積んで、生きる力に一層磨きをかけてほしいと願います。また、事故のな

い安全で楽しい夏休みを送ってほしいと願います。 

それでは、本日は、岩手県矢巾町立中学校の２年生男子生徒が自殺したとみられる事故と本市の

いじめの状況について、しおじり子育て応援講演会について、及び短歌大学や詠み会に関しての３

点について報告をいたします。 

今月初め、またもやショッキングなニュースが飛び込んでまいりました。岩手県矢巾町立中学校

の２年生男子生徒が列車にひかれて死亡したというものです。町の教育長は、この生徒がいじめを

受けていた可能性が高く、自殺したものと考えられると取材に対して答えております。将来ある生

徒が、またもやこのような形で自死するということは、痛恨のきわみであります。なぜ、このよう

なことが起きてしまったのでしょうか。今現在は調査中であり、正確な事実が全てわかっているわ

けではありませんので深く立ち入ることはできませんけれども、これまでの報道を通した情報の中
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からは、本市においても真剣に考えてみなくてはならない視点が幾つもあるというように思います。

その項目のみ挙げてみたいと思います。 

１つとして、担任は当該生徒について何をもってどのように理解し、何を願ってどのように指導

しようとしていたんだろうか。２つとして、担任と配慮が必要な生徒の保護者との普段の関係づく

りはどのように行われていたのか。３つとして、学校体制の中で担任以外の教職員、誰一人のアン

テナにも懸命に発していた当該生徒のシグナルが届かなかったのはなぜか。もし仮に届いていたと

するならば、それを職員間で共有できなかったのはなぜか。４つとして、いじめに対する周囲の生

徒の気づきが、なぜまた大人に伝わらなかったのか。ここでは、生徒と教職員、保護者、家族など

の大人との人間関係の中で信頼関係がどこまで醸成されていたんだろうか。また、いじめについて

は傍観者になることは許されないということが、どのように学びの中で扱われ、生徒の中にどれだ

け行動力として育っていたのか、という視点もあると思います。５つとして、いじめ防止基本方針

に基づく学校体制での相談活動や支援活動が機能しにくくなっていたのはなぜか。また、どのよう

な案件であっても、最終的に校長が判断、指導、助言することのできる体制が本当にできていたの

かなどです。この１学期、本市においては深刻ないじめの報告はありませんでした。しかし、子供

同士のあつれきや人権意識の乏しい言動によって不愉快な気持ちや悲しい思いになることは、どこ

の学校でも必ず起こっているはずです。今後も、さきの視点から各学校での取り組みをもう一度振

り返り、いじめによって悲しい思いをする子供を出さないよう、年度当初誓ったいじめゼロに向け

た取り組みを２学期以降も進めていきたいと思います。なお、この件については、さきの校長会や

教育課程編成研究委員会などを通して学校に周知しております。 

次に７月５日に行われました教育評論家松居和氏を講師としたしおじり子育て応援講演会につい

て報告をします。演題は「子育てはかすがい」、幼児が親心を育て、社会にやさしさと絆が生まれる

というものでした。この講演の趣旨は、子育てを通して幼児とかかわることで、夫婦は互いの人間

性を確認し、信頼関係を高め合うのだということ。また、この信頼関係が子供に安心感を与えると

ともに、親子の間に互いに育ち合う関係ができるのだということです。さらに、子育てに向き合う

ことによって育つ人間性と信頼関係とが社会にモラルと秩序を生み、同時に社会にやさしさと絆が

生まれるということでした。このような子育ての姿は、本市における元気っ子育成プラン２の理念、

子供が生まれ育つ豊かさをみんなで分かち合えるまち、とも密接につながるものだと私は思いまし

た。これから、プラン２の事業展開の中で、多くの人が幼児とかかわる機会をとることによって、

子供も親もかかわる人全て成長し、つながりとやさしさのあるまちを築いていきたいと思ったとこ

ろであります。 

最後に、短歌に関する報告をいたします。今年度の短歌大学は第１０１講からの新たなスタート

でありました。今年度予定の講座は全て既に定員いっぱいとなる盛況ぶりとなっております。第１

０１講では、道浦母都子先生に、芸術である短歌は生活の中から詩を拾うことということの本質的

な意味を教えていただきましたし、第１０２講では、馬場あき子先生に、世代を超えて心から心に

伝わる言葉や韻律を紡ぎ出すことのできる豊かな人間性を育むことの大切さを教えていただきまし

た。 

また、今年度は初の企画として、詠み会ｉｎ塩尻、塩尻で短歌を詠んでみます、を行いました。

お笑い芸人のフルーツポンチ村上健志さん、エリートヤンキー橘実さんと歌人小島なおさんを招い

てのトークライブでありました。内容は２人の芸人が学校、またワイン、また自由題で詠んだ短歌

を、小島なおさんが歌評をしていくというものでありました。さすが芸人でありますので、トーク

は非常に楽しいものでありました。しかし、その内容は至ってまじめで、参加者も当日、自作の短

歌を小島なおさんに歌評をしていただく機会もあって、関心を持って参加いただきました。高校生
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からお年寄りまでさまざまな年代層の方々に短歌に親しんでいただく、よい機会となったと思いま

す。以上で、私からの報告を終わりにいたします。 

小澤委員長 この際であります。委員のほうから教育長の報告に対して御質問等ございますでしょう

か。無ければ、この後、主な行事等の報告についてでも触れますので、そちらに譲ります。 
 

○報告第１号  主な行事等報告について 

小澤委員長 では、報告第１号、主な行事等報告についてに移ります。資料の１ページから６ページ

であります。６月、７月、たくさんの行事、行われたわけでありますけれども、参加された中でお

感じになった点、お寄せください。お願いします。 
それでは、２つお願いします。１つは、本の寺子屋、上野千鶴子さんの講演であります。ここで

は７月４日になっていますけれど、７月５日だと思います。この日、先ほど教育長からレザンホー

ルでにぎやか講演会があって、講師のほうから幼児教育の重要さが話されたと、こういう報告いた

だきました。上野女史も冒頭に同様なお話をされました。これからは幼児教育がますます重要にな

ると、こういうお話です。その具体としては言語表現、言葉ですね、言葉でのコミュニケーション

はもちろんのこと、それ以上に言語表現以外の能力が、この幼少期に培われるから大事だと。例え

ば、他人との関係づくり、その場の雰囲気を感じとる力、うなずけますね。身体調整能力、生活リ

ズムをつくる能力等々を具体例として挙げてくれました。これを培うには幼少期がいいんだと、こ

ういうお話です。先ほどの教育長のお話と通ずるものがあるなあと思いました。昔から鉄は熱いう

ちに打て、三つ子の魂百までも、こういう言葉があるわけでありますけれども、先人が残した言葉、

今も通じます。混迷を深めつつある家庭教育の今、これを確かなものにしなくてはいけないなあと

思うと同時に、元気っ子応援プラン２は、これから進化発展の実践に移していくわけでありますけ

れども、塩尻市が幼児教育にかける思い、これは時宜にかなうものである。そんな応援の言葉を感

じた講演の場でありました。 
もう１つは、市民音楽祭であります。管弦楽とコーラスの部を聞かせてもらいました。素人であ

りますので音楽の質についてはよくわかりません。参加された方、お目当ての発表に合わせての入

退場を繰り返しておりました。大変大勢の参加者でありました。この大勢の参加者から見るに、市

民に期待され、市民に位置づいて生きているイベント、これをうかがい知ることができました。特

に７月１９日は梅雨明け宣言があったわけでありますけれども、気温は低めでありました。冷房の

ことであります。大ホールの上のほうは、天井からプープーと冷気がおりてまいります。あの近く

にいた方々、寒いなあ、何とかならんかなあ、なんて声を寄せておりました。冷房装置の関係上、

会場の上段は寒く、下は暑い、これをうまく循環させるには大変な苦心があるだろうと思います。

もしどこかで何か改良の余地があったならば、市民の声を生かしていただければありがたいと、そ

んな思いであります。以上２点、感じました。 
主な行事よろしいでしょうか。それでは、次に移ります。 

 

  ○報告第２号  ８月の行事予定等について 

小澤委員長 報告第２号、８月の行事予定であります。資料の７ページ。全体でお集まりいただくの

は、８月２０日になっておりますけれど、ここは未定でありまして、この８月の定例教育委員会は、

その他第１号で扱う予定であります。行事歴をごらんいただいてお感じになった点、お寄せくださ

い。 
１点お聞きしてよろしいでしょうか。８月１２日、平和祈念のつどいであります。例年は保健セ

ンター、市民交流センターでやっておりましたけれども、今年はレザンホールということでよろし
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いかどうか、確認であります。 
青木こども教育部次長（教育総務課長） 本年が終戦から７０年の年に当たるということで、本年度

につきましては、レザンホールで開催と聞いております。 
小澤委員長 ありがとうございました。詳しいことが分かりましたら後ほど、お願いします。 

〔「はい」の声あり〕 
小澤委員長 ８月の行事予定終わります。 
 

○報告第３号  後援・共催について 

小澤委員長 報告第３号、後援・共催についてであります。８ページから１１ページまで、たくさん

あります。御質問等、お気づきの点、よろしくお願いします。 

確認させてもらいます。２６番です。塩尻市社会福祉大会ですが、今年は９月１日普通日です。

例年だと日曜日にやっておりました。そこで、何かの関係で普通日にもってきたのか、わかったら

教えていただきたい。後援・共催よろしいでしょうか。 

ないようですから議事に入ります。 

 

４ 議 事 

○議事第１号  平成２８年度から使用する中学校教科用図書の採択について＜期間限定の非

公開＞ 

小澤委員長 議事第１号、平成２８年度から使用する中学校教科用図書の採択についてであります。

この議案は８月３１日までの期間限定の非公開案件であります。また議事第２号は、個人情報を扱

うものです。１号、２号とも非公開としたいわけでありますけれども、よろしいでしょうか。 
それでは、非公開といたします。傍聴者はおりませんので、このまま続けたいと思います。 

  議事第１号、平成２８年度から使用する中学校教科用図書の採択について、事務局から説明をお

願いいたします。 

青木こども教育部次長（教育総務課長） それでは、議事第１号をよろしくお願いいたします。資料

Ｎｏ．４－１から厚い４－９までございます。事前に定例教育委員会の資料とは別便で、教育委員

さん方には送付させていただいております。 

簡単に説明をさせていただきますが、まず資料Ｎｏ．４－１でございますけれども、中学校用教

科用図書の採択についてということで、平成２８年度、来年度からですが、４年間使用する中学校

用の教科用図書につきまして、先般開催されました松塩筑安曇地区教科用図書採択研究協議会にお

きまして調査研究を行い選定した結果が、そちらの下に示されております。その協議会の結果に基

づきまして、本教育委員会で選定の採択をいただくという内容でございます。そちらにありますと

おり、選定された教科用図書につきましては、種目は、国語から英語までございます。右側が発行

者で、国語の光村図書出版から英語の東京書籍までということになっております。 

おめくりいただきまして、資料Ｎｏ．４－２、こちらが松塩筑安曇地区教科用図書採択研究協議

会、会長が本市の小澤委員長でございますけれども、選定をした内容の通知でございます。協議会

につきましては、県の教育委員会のほうで同一の教科書を使う地域として設定をされておりまして、

塩尻市が入る地区につきましてはこの地区ということになります。協議会は、それぞれの構成する

市町村の教育委員会が協議をして規約を定めて設置をしております。本年度、塩尻市が当番市とい

うことで、事務局を担当しながら選定してまいりました。５月２６日から７月１７日までの約２カ

月間でありますけれども、協議会で個々の教科につきまして、どの教科書がいいかという調査研究

をしてまいりました。協議会の中に調査研究委員会というものを置いております。教科ごとに校長
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先生を委員長、副委員長を教頭先生ということで、地区内の先生方６人から１２人、合計で７２人

の先生方に委員になっていただきまして、この２か月間の間に５回委員会を開催して、それぞれの

教科について選定いただいた内容でございます。協議会では、２番にありますとおり７月１７日の

金曜日に、委員会からの報告を受けてこの内容での選定を決定いたしました。 

内容につきましては、それぞれ専門の先生方が個別の教科書それぞれの中身を全て詳細に読み込

んで精査をして、評価をして選定してきております。 

選定結果につきましては、結果的には４年前、平成２３年のときに採択した教科書と全て同じ発

行者のものとなっており、これに基づいて選定地区内の市町村教育委員会で採択をしていくという

ものでございますので、よろしくお願いいたします。中身については、事前に送付させていただい

ておりますので、細かい説明は省略をさせていただきますが、よろしくお願いいたします。以上で

す。 

小澤委員長 ありがとうございました。事前に資料等送付されております。目を通していただいてあ

るものとして受けとめさせてもらいます。御質問、御意見等ございますでしょうか。 
石井委員 この松塩筑安曇地区教科用図書採択研究協議会の委員長は、小澤委員長先生がされたわけ

ですね。 
小澤委員長 そうです。 
石井委員 そんなら、私どもがいろいろ言うことはないと思いますので、賛成で、賛同いたします。 
小澤委員長 調査委員の先生方は非常に熱心で、資料の読み込みも非常に緻密で、選定委員の私たち

も納得する、また自信を持って採択できる場でありました。なお、事務局は、先ほどの説明のとお

り塩尻市でやったわけでありますけれども、青木課長さん、太田係長さん、それから丸山さん、こ

の３人で組んでやってくれたわけであります。非常に緻密でありました。事前の準備から用意周到

でありまして、採択時は非常にスムーズでありました。委員の方々から、近年になく充実した密度

の濃い検討、採択になったと、こんな感想をいただきました。 
石井委員 変更されるところは、委員長が聞いて、あっ、なるほどなあと思うことですよね。 
小澤委員長 納得でありました。 
石井委員 はい、わかりました。 
小澤委員長 では、お諮りいたします。議事第１号は原案のとおり採択することに御異議ございませ

んでしょうか。 
〔「異議なし」の声あり〕 

小澤委員長 ありがとうございました。それでは、異議なしを認め、原案のとおり採択されました。

事務局は松塩筑安曇地区教科用図書採択研究協議会に報告書の提出をお願いいたします。 

なお、議事録につきましては９月１日以降に公開をするということでありますので、それまでは、

委員の皆さん、非公開ということを御承知ください。お願いします。 
 

○議事第２号  市立学校職員に対する指導上の措置について＜非公開＞ 

 

<非公開部分削除> 
 
５ その他 

  ○その他第１号  ８月及び９月定例教育委員会の開催場所について 

小澤委員長 では、その他第１号、８月及び９月定例教育委員会の開催場所について、事務局から御

説明をお願いいたします。 
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青木こども教育部次長（教育総務課長） それでは、その他第１号をお願いいたします。資料Ｎｏ．

６、１２ページです。８月及び９月定例教育委員会の開催場所についてということで、これまで定

例教育委員会につきましては、総合文化センターのこの会議室をメインで開催しておりましたけれ

ども、所管をする施設をより御理解いただきたいということ、また、教育委員さん方からも御要望

等をいただきましたので、８月及び９月につきまして、次の２番に書いてあります場所で開催をし

たいというものでございます。８月については、２０日の木曜日に、市民交流センター（えんぱー

く）で開催したいというものです。それから９月につきましては、２４日の木曜日を予定しており

ますが、平出博物館で開催したいというものでございますので、そんな形でお願いしたいと思いま

す。以上です。 

小澤委員長 いかがでしょうか。お願いします。 
石井委員 施設を回っていくっていうのはいいことだと思うんですけども、私どもはただそこへ行き

さえすればいいんですけども、事務局サイドとしては大変じゃないでしょうか。セッティングをし

たり、また資料を持っていったりということでもって。 
青木こども教育部次長（教育総務課長） 毎回ということではございませんし、事務局職員も他の所

管する施設を見るということも大事ではないかと思います。また、市民交流センターの職員につい

ては、毎月こちらに出てきていただいているという状況もございますので、たまにはこちらから伺

うのも良いのではという、そんなことでございます。 

石井委員 それならば、私は賛成です。 
小澤委員長 年１２回ありますが、８月と９月は現地開催をすると、こういう理解でいいですか。 

青木こども教育部次長（教育総務課長） とりあえず本年度の８月、９月をこういう形で開催させて

いただきたいというものですので、来年度ですとか、次回以降については改めて御相談させていた

だきたいと思います。よろしくお願いします。 

石井委員 じゃあ、今年は８月、９月。来年度は、やっぱり２つになるということですか。それはま

た、ケース・バイ・ケースで決める。 

青木こども教育部次長（教育総務課長） はい。ケース・バイ・ケースで。今回開催をしてみて、ま

た御意見を伺いながら検討していきたいと思います。 

小澤委員長 小島さんどうですか。 
小島委員 石井さんと同じ意見です。 

小澤委員長 林さんは。 
林委員 はい。 

小澤委員長 そのようにお願いいたします。なお、会議前に施設見学と書いてありますけれども、こ

れは自由に回って歩く、あるいは案内していただける、そこら辺、お願いします。 

青木こども教育部次長（教育総務課長） 本日これで御承認いただければ、詳細日程等については、

再度御通知させていただきます。全く自由にという形ではなくて、説明などもさせていただければ

と考えておりますので、また御案内をさせていただきます。 

小澤委員長 よろしくお願いします。御意見、いいですか。 
そのほか、事務局から何かございますでしょうか。 

岩垂こども教育部長 お手元に配付させていただきました水色のチラシでございます。女と男２１ワ

ーキング・グループ主催によります身近なデートＤＶ・ＤＶから考えるということで、８月２２日

土曜日でございますが、三村春美さんが講師としてやっていただけますので、委員さんにおかれま

しても出席のほう、よろしくお願いいたします。以上です。 

小澤委員長 この日の午前中に水泳大会あります。 
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岩垂こども教育部長 ええ、午後ですから。ハードですが。 

小澤委員長 引き続きですね。 

石井委員 その他のその他ですけれども、私のほうからちょっと二、三お聞きしたいことがありまし

て、お願いしたいと思います。まず、体育館のアンケートが始まりましたけれども、始まってから

１週間たつか、たたないんですけども、今のところの回収率はどのくらい行っているでしょうかと

いうことと、それから。１つずつ聞きますか。アンケートの回収率については、出足どうでしょう

か。 

中野生涯学習スポーツ課長 正確な数字は、控えさせていただきますけども、２万６，５００世帯に

出してありまして、大体１日当たり 1，０００から 1，５００通が来ておりまして、きょうも大分

来ておりましたので、多分きょうの時点で２０％くらいの段階ではないかというふうに捉えており

ます。今週、明日になりますけども、内容とまではいきませんけども、回収率がどのくらいかとい

うことは、出していきたいというふうに思っています。 

石井委員 ありがとうございます。また、スポーツ関係ですけれども、塩尻市営球場のそばに引っ越

してきた人ですけれども、使用している方も悪いことはあるかと思いますけれども、非常に苦情が

多く、市営球場があることがわかりながら来ていると思いますが、それは今、生活権のほうが上で

すので何とも言えませんけれども。たまたまこの前、私が関係していた大会で、非常に暑かったも

ので、上半身裸になって場外にいたとか、それから道路でたまたま素振りをしていたというような

ことで苦情をいただきました。それは悪いことなんですけれども、そのうちに今度は警察が来まし

て、私どももこんなこと言いたくないけれども、通報があればしょうがないから来るんだっていう

ようなことだったんですけれども、そんな細かいことまで、いろいろ言われたのでは市営球場をど

ういう具合に使っていいのか。今、全然アップをするところもないし、というような状態で、非常

に使用をするほうも困難を来しているということだけは、ちょっと担当のほうで頭へ入れといてい

ただきたいと思います。使用する方も注意をしなきゃいけないと思いますが、あれだけ、細かくい

ろいろ言われたのでは、どういうものかなあなんていうふうにちょっと考えていますので、お願い

しておきます。 
  それから、通学路の安全ということで、この間、洗馬の太田で石垣へ突き当たって、そのままお

亡くなりになってしまったという事故がありまして、この間、関係各位が３０人ぐらいでその現場

を見ていただいたと思いますけれども、通学路として非常にカーブもしていますし、非常に危ない

ところだと思って、危ないから余計みんな気をつけるのかなあなんて思っていましたが、そんな死

亡事故があって市の職員が現場を見て回ったというようなことがありましたけれども、その後の対

策については、何か具体的に話がありましたか。別にありませんか。 

太田学校支援係長 先日の死亡事故に関係して交通係のほうでですね、音頭をとって関係者集めてく

れたわけで、私も一応通学路でもあったもんですから同席をさせていただいたところです。実際に、

あそこが県道ということで、道路管理者が松本建設事務所なんですけれども、そこが主に対応策と

いう部分をやってくれるような形になったと思うんですが、あそこで、その場で出された意見の中

でですね、松本建設事務所で対応をまず検討させてもらいたいという部分にあったものの中では、

何かそのグリーンベルトの塗られている部分もあったりですとか、それから、外側線等の路面の表

示なんかもですね、少し薄くなってきているような部分もあるというところは、もう一度見やすく

きれいにしたいというところであるとか、あるいはあと、あそこのちょうどカーブのところのお宅

がもう空き家になっているっていうような部分で、生け垣が大分伸びてきていると。通行する子供

たちの支障にもなるということで、こちらは区長さんのほうからですね、地元において伐採を何と

かしていきたいという御意見もいただきました。当面はすぐできるっていうとそのくらいのところ



 - 9 -

だったと思うんですが。あとはそれぞれまた警察であるとか、地元のところで暗がりがあるところ

伐採をできるかというようなところも、今後検討していかなきゃいけないかなというところで話は

まとまったと言いますか、とまってるような状態でございますので。今回、あそこのちょうど坂道

の上のところが、今年洗馬小学校の子供が事故に遭っているというところもあったもんですから、

その辺の話も私のほうから当日出させたもらう中で、事故もあったので坂道の上のほうまでも具体

的にちょっと松本建設事務所のほうでも検討してもらえないかということは伝えてきてあります

し、今年ちょうどあそこ通学路の点検箇所にもなっているもんですから、再度また松本建設事務所

にも足を運んでもらいますので、そこでもう一度そういうものがあれば検討しながらと思っている

ところでございます。以上です。 

石井委員 松本建設事務所とか地方事務所とかって言いますけれども、それを動かすのは市の力なん

ですよね。黙ってただけでは、誰も何もしないと思うし、区でまた騒いで、でもやっぱり市を通し

て県へ行かなきゃならない。だからそういう意味で、やっぱり市のほうでそういう働きをしてもら

いたいなあと、そういう具合に思いますので、よろしくひとつお願いしたいと思います。もうあそ

こ、もと医者の家なので、大きな石で二段重ねの垣根をつくったわけですけども、もう無人になっ

ているから、話をして、あの石垣をとめちゃってもいいんじゃないかなあなんていうふうに私は思

っているんですけども、区で動くか、区で動いてもやっぱり市で動いてもらう。それで、そうじゃ

なきゃ、松本建設事務所は動きませんので、よろしくひとつお願いしたいと思います。そんなこと

をお願いします。 

小澤委員長 よろしくお願いします。 

太田学校支援係長 じゃまた、私どももそうですし、建設課等もありますので、連携して対処してい

きたいと思います。 

石井委員 本当に凍った場合には、大変なところなので、冬にならないうちにお願いいたします。 
それからもう１点、いいですか。先ほど教育長先生のお話の中でありましたけれども岩手のいじ

めの事故、これももうないかと思えば、あちこちでもって忘れたころにやってくるというようなこ

とで、先生も努力をされていて、校長先生を集めて校長会もやっているというようなことで、徹底

をしていただいていると思いますが、もっと何て言うか、具体的にきちんとした方法がないかなあ

というようなことを思いまして、私ども教育委員としても、この後の協議会でそういう事故の判例

とかいろいろなものを聞きますけれども、最終的に具体的にじゃあこうすればいいんじゃないかと

いう案はなかなか出てこない。それで、じゃあしょうがないわね、家庭が悪いわねだけで終わって

しまっているということは、それでいいのかどうかなと、そんな気がしてます。じゃあ、そのとき

に幾ら話し合っても教育委員会は何もしなんだじゃないかと、それと同じではないかというふうに

思って、先ほどの話も聞いたんですけども。やはり校長会なり、それは先生方の指導は校長先生が

やってもらわなきゃいけないと思うんだけども、私どももやっぱり家庭のせいだとか、親のせいだ

と言うんじゃなくてもうちょっと具体的に、太田補佐が一生懸命苦労していると思いますし、百瀬

課長も一生懸命苦労していると思いますけれども、やはりもうちょっと家庭の中へ突っ込んだ話し

合いができないものかなあっていうふうに感じましたので、これはちょっと教育長先生の話を聞い

てた私の感じですので、あれで果たして私たちの役目はいいんかなあなんていうふうに思っており

ましたので、一言、済みませんがお願いします。 
小澤委員長 ありがとうございます。教育委員としてもじくじたる思いがあることは、私自身もそう

です。それで、１つ言いわけみたいなことになるかもしれませんが、毎年、主幹指導主事の帯同あ

ります。県でも当然いじめについては、十分に情報共有する対策をとれと、こういう指示いたしま

す。ここへ、県に加えて、市教育長の話、伝達事項があります。教育長が行けないときは私が代わ
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って出て行きます。ここで、全員の先生方にとにかく何でも話してください、１人で抱きかかえな

いでくださいと伝えております。不十分かも知れませんが、精一杯語らしてもらっています。なお、

今年から訪問形態がＡ、Ｂに分れました。Ａは全員に話をする機会がある。Ｂは機会がないんです。

ここら辺のところを松本あるいは安曇と、広域でどういう形態がいいのかを話し合っていかなけれ

ばいけないなあってことは思っております。 

石井委員 もっと真剣に取り組んでもらいたいなあというふうに、私も思っています。 

小澤委員長 １点、今さっきの体育館のアンケートですけれども、地域でも相当に高まっています。

今は盛り上がっているんですけれども、盛り上がっているときに投函する人はそうはいないことも

予想されます。日常の忙しさにかまけて忘れちゃうんですよね。それで、７月の末から８月５日ま

で、そこら近辺でマスコミに活躍してもらうか、あるいは市のほうで何かやる。こんなお考えは。 
中野生涯学習スポーツ課長 その辺のところはですね、８月１日号の広報の中で、回答をお願いしま

すという記事を載せさせていただきます。市長さんのほうも定例の記者会見の中で、その辺のとこ

ろをお話しをいただけるというお話を前にしておりますので、そんな対応をさせていただきますし、

あとはマスコミ等の関係も、もしその辺の回収率等をですね、お話しできるようでしたら、その辺

もお話をさせていただいて、回答を出してもらうというような働きかけをしていきたいというふう

に思っています。 

小澤委員長 以上で全てです。よろしいでしょうか。 
〔「はい」の声あり〔「はい」の声あり〕 
小澤委員長 ありがとうございました。 
 
６ 閉会 

小澤委員長 本日予定されている案件は終了いたしました。以上をもちまして７月の定例教育委員会

を閉会といたします。ありがとうございました。 
 

○ 午後２時９分に閉会する。 

以上 

 


